
【様式】

実践テーマ「『指導と評価の一体化』のためのパフォーマンステストの改善充実

第６学年 〔単元名〕Lesson4 My Summer Vacation

浜中町立霧多布小学校

〔単元の目標〕

「夏休みの思い出」を、ALTや友達の目を見ながら、大きな声で、スラスラとネイティブな発音で発表することが出来る。

〔単元の目標の達成に向けた手立て〕

〔単元の目標の達成状況〕
・全体の約半数の児童が、単元の目標を達成することが出来た。
・Lesson1〜３までの単元でも、同じように「発表」の機会を設けた
が、その際には、前を見て発表することが出来ず、ワークシートを見
ての発表だったが、今回はスラスラと発表が出来なかったものの、
ALTや友達を見て発表しようという意欲がほとんどの児童に見られ
た。

〔改善の方向性〕
・話していることに間違いがないか不安でワーク
シートを見てしまう児童がいるため、日々の授業
内でより多くの英語を話す機会や発表のための練
習時間を確保する。

・さらにレベルアップした発表が行えるよう、ジェ
スチャーを加えながら話すことや、単語の区切り

を意識した話し方などを指導していく。
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手立て 資料

① 「学びの手引き」を作成し、活用した。 A

② 過去形を初めて学ぶ単元のため、過去形を学ぶ必然性を感じられるような導入を行った。 B

③ 過去形を用いて話す場面を意図的に計画して、繰り返し取り組んだ。（教師と児童、児童と児童） C



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

①単元の流れを自然な課題解決の流れとなるように計画した。

②過去形を初めて学ぶ単元のため、過去形を学ぶ必然性を感じられるような導入を行った。

③過去形を用いて話す場面を意図的に計画して、繰り返し取り組んだ。（教師と児童、児童と児童）

〔児童の活動〕 〔教師の指導〕 〔工夫点〕

「学びの手引き」を活用し、単元末活動
や単元目標を確認して、それまでに学習
しなければならないことを児童と確認し
た。

①
単元末活動から、自分がこれから何を
学習したらよいのか考えたり、学びの
手引きを通して、どんなことを学習し
ていくのか見通しをもつ。

・「学びの手引き」を作成
した。

・単元目標に向かって、自
然な課題解決の流れとな
るような単元計画を構成
した。

教師の夏休みの思い出について聞く際に、
おおよその意味をつかむことと、今まで
に学習した英語と異なる点を見つけなが
ら聞くことを事前に伝えた。

②
教師の夏休みの思い出について聞きな

がら、何をしたのかを考えたり、今ま

でに学習した英語と違う点を見つける。

・夏休みの思い出についての
パワーポイントを作成した。

・写真だけではなく、英文も
一緒に載せた。

・英文にも視線がいくように、
出来るだけシンプルなパ
ワーポイントを作成した。
を作成した。

・過去形を用いた英語を用いて話すこと
と、相手意識をもって話すことの２点
を意識して取り組むことを伝えた。

・単元末の活動を確認し、活動をするこ
との目的を確認して、取り組ませた。

③
これまでに学習した過去形を用いたり、
英語の語順を意識したりしながら、
「食べたもの」や「したこと」などに
ついて、教師や友達と話す。

・学習の始まりには毎回、過
去形を用いて自分のことを
話す機会を繰り返し、取り
入れた。

・なぜこの活動を行うのかと
いう目的を明確にさせた。










